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ＩP電話利用形態

IP電話の利用率は内線、公衆網とも3割
資料7-7-3　IP電話の利用形態（複数回答）［2007年-2008年］
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大企業ほど内線電話でIP電話を利用
資料7-7-4　IP電話の利用形態（複数回答）［従業員規模別］

IP電話の利用形態をみると、「遠隔地の事業所を結ぶ内線電話としての利用」や「公衆網としての利用」「同
一事業所内の内線電話としての利用」の各目的とも昨年より増加して利用率は3割となっている。

IP電話の利用形態を従業員規模別にみると、小規模な企業では社員数が少ないことや遠隔地の事業所がな
い場合が多いこともあり、内線電話として（「遠隔地の事業所を結ぶ内線電話としての利用」や「同一事業所内
の内線電話としての利用」）利用している場合は少ない。これらは規模が大きい企業ほど利用率が高くなる。
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